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学び合い互いに成長できる校内研修を 

 夏季休業期間の校内研修で若手教員をはじめ学校全体の授業力アップをめざし、授業研究に

ついての共通理解を図ってみられてはいかがでしょうか。 

 ここでは①「よい授業」についての共通理解、②研究授業事後研究会での協議の深め方につい

て紹介します。詳しくはセンター発行の「校内研修ハンドブック･ 実践事例集」を御覧ください。 

 ぶらり歴史散歩 

 御香宮神社は平安時代に社殿を修造したところ、境内から香り

の良い清水が涌き出たことから､『御香宮』と改名されたようで

す。この水は桃山の伏流水で、伏水・伏見（ふしみ）の地名の起

こりとされています。秀吉による伏見城の築城で一時、大亀谷に

移転されましたが、家康によって元の地に

戻されました。今も境内に御香水が湧き出

ています。また、伏見城跡出土遺物展示室が

無料公開されており、当時の金箔の瓦など

が見られます。（今回から、3号に１度「ぶらり

歴史散歩」をお届けします。） 

 上で紹介した内容を含めて、校内研修

（授業研究）の企画運営の参考になる事

例等を多数紹介

しています。 

※本冊子はセン

ターHPからダ

ウンロードでき

ます｡ 

 グループで話し合いながら

出された考えを模造紙の上で

分類し、かたまりごとにタイ

トルをつけ整理します。 

 

 

 小グループに分かれて「よ

い授業」の要素だと思うこと

を付箋などを使いできるだけ

たくさん書き出します。 

② 意見を整理する 
               

こできあがった模造紙を示して説

明することで全体の共通理解を図

ります。得られた結果を生かして

授業評価票を作成します。 

③ 共通理解 

  

 グループごとに参観する班や観

点を分担することも有効です。 

 ①参考になったこと､②改善し

た方がよいこと､③質問などに分

けて付箋を活用する方法もありま

す。 

 グループでの話し

合いや模造紙に整理

することで気付きを

得たり自分の考えを

明らかにしたりしま

す。 

 グループで話し

合ったことを発表

する中で協議の柱

を明確にして深ま

りのある全体協議

にします。 

御香宮神社 

「よい授業」についての

共通理解を図る。 
 その１ 

① 考えを出し合う 

②少人数で協議 ③全体協議 

 「よい授業」については教員によっ

て様々なイメージがあります。各教員

の思いを交流し共通理解する作業自体

が意味のある研修になります。 

観点を明確にした授業

参観に基づく研究協議 
 その２ 

 授業評価票と付箋を組み合わせ、観点を明

確にして授業参観します。参加者の学びが深

まるよう小グループを有効に使います。 

 

 授業のねらいの達成

度､児童生徒の取組状況

や変容､表情やつぶやき､

児童生徒の反応に対する

授業者の対応等、観点を

明確にして参観します。 

①授業参観 

～センター作成冊子紹介～ 

校内研修ハンドブック・実践事例集 



 

 

 

 

 今回、センターホームページ（ITEC）のトップペー

ジに研修講座の報告コーナーを新設しました。実施し

た講座の様子を紹介しています。研修講座の振り返り

や次年度以降の受講に向けて御活用ください。 

6月11日(火) 

今年3月に発行した《道徳教育の進め方 京都式

ハンドブック》を活用した道徳教育の推進について

考え学ぶ講座を実施しました。 

6月2５日(火)  

6月4日（火） 総合教育センター 

 弁護士による裁判の判例

をとりあげた講義と事前課

題に基づいた研究協議を通して体

罰、いじめ、学校事故等への対応

や指導の在り方に

ついて基本的な法

的知識を身につけ

ておくことの大切

さを感じた。 

アクシス法律事務所 

置田 文夫 弁護士 

 体罰根絶に向けた生徒指導のあり方といじめ問題の

解決に向けた具体的な取組についての研修を実施しま

した。150名の受講がありました。 

 話を組み立てる方法は授

業を組み立てる際にも活用

できると思った。声･目線の使い

方､体の動きについて児童生徒の

スピーチ

指導に生

かせるの

ではない

かと思っ

た。 

6月4日（火） PHP研究所

総合教育センター 総合教育センター 

 一人一人の児童の思

考の過程を大切にしな

がら授業を計画･構成し実施･

反 省 す る

こ と が 大

切 だ と 感

じた。 

6月７日(金) 総合教育センター 

京都大学大学院 

石井 英真 准教授 

 

 かたつむりやウニなどの実

物の観察と解説を通して、直

接 自 然 か ら 学

ぶ 態 度 を 育 成

す る こ と の 大

切 さ が 理 解 で

きた。  

北部研修所 6月4日（火） 

京都ノートルダム女子大学 

菅井 啓之 教授 

 機能的で効率的な校内委

員会の工夫や支援プランの

活用、支援につながるアセスメント

について、ポイントを押さえた端的

な説明を聞くことができ、特別支援

教育コーディ

ネーターの役

割について再

確認すること

ができた。 

6月18日(火) 

総合教育センター 

 「なぜ」という疑問を解決してい

くのには、身の回り

のことを考えること

が大切だと思った。

炭酸飲料の泡が火山

の噴火と関係付けら

れたのには驚いた。 

京都大学総合博物館 大野 照文 館長 

京都造形芸術大学    水野 哲雄 教授 

京都大学大学院         古川 善紹 准教授 

 

6月21日(金)  京都大学総合博物館 

感想 

 教職員の人権意

識の高揚をはかる

ことの大切さやそのため

の日々の研修の必要性に

ついて改めて思いを強く

した。 

  

 

 

 
 

 

感想 

感想 

感想 

感想 

感想 

感想 

 ハンドブックについて

の講義や作成委員による

授業づくりの実践発表を通して､

｢道徳の時間」の重要性を感じ、

ハンドブックを活用した校内研

修を充実させていく意欲を高め

ることができた。 

感想 

8月21日（水）実施の 532「特別支援教育＜発展＞サテライト『各教科等を合わせた指導』講座－自立す

る力を育むための授業づくり－」について、講師が石塚謙二 元文部科学省特別支援教育調査官から松見和樹 

国立特別支援教育総合研究所主任研究員に変更になりましたのでお知らせします。 

お知らせ 


